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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電ユニットで発生する発電熱で水を加熱し、加熱した温水を貯湯しておき、貯湯して
おいた温水を利用して給湯することが可能なコージェネレーションシステムであって、
　温水を貯える貯湯タンクと、
　貯湯タンクの上部から温水利用箇所へ温水を供給する給湯経路と、
　冷水供給源から貯湯タンクの下部へ冷水を供給する給水経路と、
　給湯経路と給水経路を接続しており、冷水供給源から供給される冷水を貯湯タンクから
供給される温水に混合する混合経路と、
　混合経路上に設けられており、冷水供給源から供給される冷水の流量と貯湯タンクから
供給される温水の流量との混合比を調整する混合弁と、
　温水利用箇所へ供給される温水の流量を検出する水量センサと、
　貯湯タンクから給湯経路への温水の供給を遮断する制御弁を備えており、
　水量センサで検出される流量が所定量以下になったときに、そのときの冷水と温水の混
合比をそのときから所定時間維持し、その所定時間経過後に制御弁を閉じる、コージェネ
レーションシステム。
【請求項２】
　前記混合経路との接続部よりも上流かつ前記制御弁よりも下流の給湯経路上に設けられ
ており、前記貯湯タンクから供給される温水の温度を検出する第１温度センサをさらに備
えており、
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　前記水量センサで検出される流量が前記所定量以下になったときに、そのときの前記第
１温度センサで検出される温度を記憶し、その後に前記第１温度センサで検出される温度
が前記記憶した温度より所定温度以上高くなったときに前記所定時間経過前であっても前
記制御弁を閉じる、請求項１のコージェネレーションシステム。
【請求項３】
　前記制御弁が閉じた後に、前記第１温度センサが所定温度以上の温度を検出したときに
、前記制御弁が故障していると判断する、請求項２のコージェネレーションシステム。
【請求項４】
　前記制御弁が故障していると判断したときに、前記混合比を最大混合比に調整する、請
求項３のコージェネレーションシステム。
【請求項５】
　温水利用箇所へ供給される温水の流量を制御する水量サーボをさらに備えており、
　前記制御弁が故障していると判断したときに、前記水量サーボを制御して温水利用箇所
へ供給される温水を遮断する、請求項３のコージェネレーションシステム。
【請求項６】
　前記混合経路との接続部よりも下流の給湯経路上に設けられており、前記温水利用箇所
へ供給される温水の温度を検出する第２温度センサをさらに備えており、
　前記水量センサで検出される流量が前記所定量以下になったときに、そのときの前記第
２温度センサで検出される温度を記憶し、その後に前記第２温度センサで検出される温度
が前記記憶した温度より所定温度以上高くなったときに前記所定時間経過前であっても前
記制御弁を閉じる、請求項１～５のいずれか１項のコージェネレーションシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発電ユニットで発生する発電熱で水を加熱し、加熱した温水を貯湯しておき
、貯湯しておいた温水を利用して給湯することが可能なコージェネレーションシステムに
関する。特に、貯湯しておいた温水と冷水を混合し、温水利用箇所（給湯や風呂の湯張り
等）へ供給するコージェネレーションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発電熱で加熱した温水を貯湯しておいて給湯するコージェネレーションシステムが知ら
れている。発電熱で加熱した温水は貯湯タンクに貯湯される。給湯運転時に温水利用箇所
で必要とする温水温度（給湯設定温度）よりも高温の温水が貯湯タンクに貯湯されていれ
ば、貯湯タンクから送り出される温水と冷水を混合手段で混合することによって必要温度
に冷却して給湯する。冷水を熱源機等で加熱して給湯するときに比して必要な熱量は少な
くてすむ。コージェネレーションシステムは、総合的なエネルギー効率が高い。
【０００３】
　このようなコージェネレーションシステムでは一般的に、供給される温水の流量を検出
する水量センサの水量が所定量以下になったときに温水の供給停止を判断する。給湯停止
判断後、再出湯時の温度を安定させるために、冷水と温水の混合比が所定時間維持される
。この間に微量の温水が流れていても供給停止と判断されているため、混合比の調整は行
われない。従って、微量の温水が流れているときに設定温度を下げても、設定温度より高
温の温水が供給され続けてしまう。また、給湯停止判断後に貯湯タンクへの蓄熱が行われ
、貯湯タンクの温水がより高温となっても、混合比の調整が行われないため、予想外に高
温の温水が供給されてしまうおそれがある。このような高温出湯を防止するための技術が
求められる。
【０００４】
　特許文献１には、コージェネレーションシステムにおける高温出湯を防止する技術が記
載されている。この技術によると、給湯停止判断中に給湯温度を検出する給湯温度センサ
が所定温度以上を検知したときに、温水と冷水を混合する混合弁を制御して冷水が混合さ
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れる比率を高めている。冷水の混合比率を高めることによって、誤って出湯されてしまう
温水の温度を下げ、安全性を高めることができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３０５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の技術によると、給湯温度センサが混合弁よりも下流に設けられて
いる。そのため、給湯温度センサで高温を検出したときには既に高温の温水が混合弁より
下流まで流れている。高温出湯を完全に防止することができず、安全性を確保することが
できない。
【０００７】
　本発明は、上記の課題を解決するために提案された。本発明は、温水の供給停止判断後
において高温出湯を防止することができ、安全性を確保できるコージェネレーションシス
テムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、発電ユニットで発生する発電熱で水を加熱し、加熱した温水を貯湯しておき
、貯湯しておいた温水を利用して給湯することが可能なコージェネレーションシステムに
関する。
　本発明のコージェネレーションシステムは、温水を貯える貯湯タンクと、貯湯タンクの
上部から温水利用箇所へ温水を供給する給湯経路と、冷水供給源から貯湯タンクの下部へ
冷水を供給する給水経路を備えている。冷水供給源とは、例えば水道管などである。
　本発明のコージェネレーションシステムは、給湯経路と給水経路を接続しており、冷水
供給源から供給される冷水を貯湯タンクから供給される温水に混合する混合経路を備えて
いる。
【０００９】
　本発明のコージェネレーションシステムは、混合経路上に設けられており、冷水供給源
から供給される冷水の流量と貯湯タンクから供給される温水の流量との混合比を調整する
混合弁を備えている。混合弁は混合経路上のどの位置に設けられていてもよい。本明細書
でいう混合比とは、貯湯タンクから供給される温水の流量を１としたときの、冷水供給源
から供給される冷水の流量の割合をいう。
　本発明のコージェネレーションシステムは、温水利用箇所へ供給される温水の流量を検
出する水量センサを備えている。水量センサは、給湯経路上の混合経路との接続部より下
流に設けられていてもよい。または、冷水供給源から給水経路に供給される冷水の水量と
給湯経路から温水利用箇所に供給される温水の流量は等しいので、水量センサは、給水経
路上の混合経路との接続部より上流に設けられていてもよい。
　本発明のコージェネレーションシステムは、貯湯タンクから給湯経路への温水の供給を
遮断する制御弁を備えている。制御弁は、給湯経路上の混合経路との接続部よりも上流に
設けられていてもよい。または、給水経路から貯湯タンクへ供給される冷水の流量と貯湯
タンクから給湯経路へ供給される湯の流量は等しいので、制御弁は、給水経路上の混合経
路との接続部よりも下流に設けられていてもよい。
【００１０】
　本発明のコージェネレーションシステムでは、水量センサで検出される流量が所定量以
下になったときに、そのときの冷水と温水の混合比をそのときから所定時間維持し、その
所定時間経過後に制御弁を閉じる。冷水と温水の混合比は、混合弁を一定の開度に保つこ
とによって維持される。給湯停止から短時間で再出湯する場合に、給湯温度を安定させる
ことができる。
【００１１】
　本発明のコージェネレーションシステムによると、温水利用箇所へ供給される温水の流



(4) JP 5162263 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

量が所定量以下になってから所定時間経過後に、貯湯タンクから給湯経路への温水の供給
が遮断される。貯湯タンクから給湯経路への温水の供給が遮断されるため、温水の供給停
止判断時に混合弁の開度が維持されていても、温水利用箇所には冷水のみが供給される。
給湯停止判断後に貯湯タンクへの蓄熱が行われた場合や、設定温度を下げた場合であって
も、予想外に高温の温水が出湯されてしまうことがない。温水の供給停止判断時において
高温の出湯を防止することができ、安全性を確保することができる。
【００１２】
　本発明のコージェネレーションシステムは、混合経路との接続部よりも上流かつ制御弁
よりも下流に設けられており、貯湯タンクから供給される温水の温度を検出する第１温度
センサをさらに備えていることが好ましい。この場合、水量センサで検出される流量が所
定量以下になったときに、そのときの第１温度センサで検出される温度を記憶し、その後
に第１温度センサで検出される温度が記憶した温度より所定温度以上高くなったときに上
記の所定時間経過前であっても制御弁を閉じることが好ましい。この場合、所定温度は第
１温度センサの誤差範囲内とならないように設定することが好ましい。
【００１３】
　給湯停止判断後、貯湯タンクから給湯経路に温水が供給されなければ、給湯停止判断後
に第１温度センサで検出される温度は、給湯経路の放熱によって徐々に低下していく。し
かしながら、給湯停止判断後、貯湯タンクへの蓄熱が行われて、貯湯タンク上部の温水の
温度が上昇した場合に、微量の温水が貯湯タンクから給湯経路に供給されると、第１温度
センサで検出される温水の温度は上昇していく。上記のコージェネレーションシステムに
よると、所定時間内であっても、第１温度センサで検出される温水の温度が所定温度以上
高くなったときに制御弁を閉じる。これによって、上記の所定時間内であっても高温の温
水が出湯されるのを防止することができ、安全性をより高めることができる。
【００１４】
　本発明のコージェネレーションシステムでは、制御弁を閉じた後に、第１温度センサが
所定温度以上の温度を検出したときに、制御弁が故障していると判断することが好ましい
。
【００１５】
　上記のコージェネレーションシステムによると、制御弁を閉じているにも関らず、第１
温度センサが所定温度以上の温度を検出したときに、制御弁が故障していると判断する。
制御上、貯湯タンクから給湯経路への温水経路を遮断していても、第１温度センサが所定
温度以上の温度を検出した場合、実際には貯湯タンクから給湯経路へ温水が供給されてお
り、制御弁が故障している可能性が高い。第１温度センサで温水の温度を監視することに
よって制御弁の故障を判断することができ、安全性をより高めることができる。
【００１６】
　本発明のコージェネレーションシステムでは、制御弁が故障していると判断したときに
、混合比を最大混合比に調整することが好ましい。
【００１７】
　上記のコージェネレーションシステムによると、制御弁が故障していると判断したとき
に、混合比を最大混合比にして冷水側全開にする。混合比を冷水側全開にしておけば、出
湯される温水の温度を低くすることができる。制御弁が故障しているときに誤って高温出
湯されることがない。安全性をより高めることができる。
【００１８】
　本発明のコージェネレーションシステムは、温水利用箇所へ供給される温水の流量を制
御する水量サーボをさらに備えていることが好ましい。この場合、制御弁が故障している
と判断したときに、水量サーボを制御して温水利用箇所へ供給される温水を遮断すること
が好ましい。水量サーボは、給湯経路上の混合経路との接続部よりも下流に設けられてい
てもよい。または、冷水供給源から給水経路に供給される冷水の水量と給湯経路から温水
利用箇所に供給される温水の流量は等しいので、水量サーボは、給水経路上の混合経路と
の接続部よりも上流に設けられていてもよい。
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【００１９】
　上記のコージェネレーションシステムによると、制御弁が故障していると判断したとき
に、温水利用箇所への温水の供給が遮断される。制御弁が故障しているときに誤って出湯
されてしまうのを、温水の温度に関らず防止することができる。安全性をより高めること
ができる。
【００２０】
　本発明のコージェネレーションシステムは、混合経路との接続部よりも下流の給湯経路
上に設けられており、温水利用箇所へ供給される温水の温度を検出する第２温度センサを
さらに備えていることが好ましい。この場合、水量センサで検出される流量が所定量以下
になったときに、そのときの第２温度センサで検出される温度を記憶し、その後に第２温
度センサで検出される温度が記憶した温度より所定温度以上高くになったときに所定時間
経過前であっても制御弁を閉じることが好ましい。
【００２１】
　上記のコージェネレーションシステムによると、上記の所定時間内に貯湯タンクから高
温の温水が供給された場合であっても、予想外の高温の温水が出湯されるのを防止するこ
とができる。安全性をより高めることができる。例えば、第１温度センサが故障している
場合であっても、給湯停止判断後に予想外の高温の温水が出湯されるのを防止することが
できる。安全性をより高めることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明のコージェネレーションシステムによると、温水の供給停止判断後において予想
外の高温出湯を防止することができ、安全性を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　下記に説明する実施例の好ましい特徴を列記する。
（第１特徴）　給湯水量センサで検出される流量が所定量以上のときに、出湯サーミスタ
で検出される温度がリモコン設定温度よりも所定温度高い値を示した場合、タンク電磁弁
を閉じてタンク給湯経路を遮断する。
（第２特徴）　給湯水量センサで検出される流量が所定量以上のときに、出湯サーミスタ
で検出される温度がリモコン設定温度よりも所定温度高い値を示した場合、水量サーボを
全閉にして温水利用箇所へ供給される温水を遮断する。
（第３特徴）　タンク電磁弁が閉じられてタンク給湯経路が遮断されたときに、混合器の
開度を制限する。
（第４特徴）　給湯停止判断後に、出湯サーミスタで検出される温度が規定温度以上を示
した場合、タンク電磁弁を閉じてタンク給湯経路を遮断する。
【実施例】
【００２４】
（第１実施例）
　図１に、本発明の第１実施例であるコージェネレーションシステム１００の模式図を示
す。コージェネレーションシステム１００は、温水利用箇所６６である給湯栓６６ｂと風
呂の浴槽６６ａ等に接続されている。コージェネレーションシステム１００は、発電ユニ
ット２４、貯湯タンク１８、混合ユニット４４、リモコン７０およびコントローラ６８等
を備えている。
【００２５】
　発電ユニット２４は、固体高分子型の燃料電池を用いた発電装置である。発電ユニット
２４は電力需要に応じて発電を行う。発電を行う際に、発電ユニット２４は排熱回収ポン
プ２０を駆動する。排熱回収ポンプ２０が駆動されると、貯湯タンク１８の下部から水が
吸い出される。吸い出された水は、排熱回収熱交換器２２で発電熱によって加熱されて、
貯湯タンク１８の上部に戻される。発電ユニット２４から貯湯タンク１８の上部に戻され
る湯の温度は、排熱回収サーミスタ２６によって測定されて、コントローラ６８へ出力さ
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れる。上部に戻される湯の温度が低い場合には、三方排熱切替弁２８を切替えることによ
って、貯湯タンク１８をバイパスして発電ユニット２４に戻されて再び加熱される。
【００２６】
　貯湯タンク１８は、発電ユニット２４の発電熱によって加熱された湯を貯える。貯湯タ
ンク１８に貯えられた湯は、給湯や風呂の追い焚き等に利用される。貯湯タンク１８の内
部には温度成層が形成されており、貯湯タンク１８の上部には下部に比べて高温の湯が貯
えられている。従って、貯湯タンク１８の蓄熱量が少ないときでも、貯湯タンク１８の上
部から出湯することによって、高温の湯を利用することができる。貯湯タンク１８の上部
には、湯温を検出するタンク上部サーミスタ３２が設けられており、検出された温度はコ
ントローラ６８へ出力される。
【００２７】
　貯湯タンク１８の下部は、タンク給水経路１６、混合ユニット４４および給水経路４を
経由して、水道管（冷水供給源）２に接続されている。給水経路４には減圧弁６が設けら
れており、水道管２からの給水圧力が調整されている。貯湯タンク１８の上部は、タンク
給湯経路３４、混合ユニット４４、給湯経路４８を経由して、給湯栓６６ｂに接続されて
いる。タンク給湯経路３４は混合経路４０との接続部４２よりも上流に設けられており、
給湯経路４８は混合経路４０との接続部４２よりも下流に設けられている。給湯栓６６ｂ
が開かれると、給水圧力によって貯湯タンク１８の内部の湯水が下部から上部に向けて押
し上げられ、貯湯タンク１８の上部からタンク給湯経路３４へ出湯する。貯湯タンク１８
から出湯した湯は、混合ユニット４４で水道水と混合されて、所望の温度に調温された後
に給湯栓６６ｂへ供給される。
【００２８】
　混合ユニット４４は、貯湯タンク１８の上部から出湯される高温の湯に水道水を混合し
て、所望の温度に調温する。混合ユニット４４は、給水経路４からタンク給水経路１６へ
流れる水道水の一部を混合経路４０に分岐させて、タンク給湯経路３４から給湯経路４８
へ流れる湯に混合する。給水経路４、タンク給水経路１６および混合経路４０の接続部分
には混合器（混合弁）１４が設けられている。混合器１４はステッピングモータを内蔵し
ており、これが駆動されることによって、タンク給水経路１６の開度と混合経路４０の開
度が調整されて、タンク給水経路１６へ流れる水道水の流量と混合経路４０へ流れる水道
水の流量の比率が調整される。混合ユニット４４から貯湯タンク１８の下部へ給水される
水道水の流量と、貯湯タンク１８の上部から混合ユニット４４へ出湯される湯の流量は等
しい。従って、混合器１４によってタンク給水経路１６へ分岐する水道水の流量と混合経
路４０へ分岐する水道水の流量の比率を調節することによって、混合経路４０からの水道
水とタンク給湯経路３４からの湯の混合比率を調節することができる。
【００２９】
　タンク給湯経路３４には、タンク電磁弁（制御弁）３６と給湯高温サーミスタ（第１温
度センサ）３８が設けられている。タンク電磁弁３６はコントローラ６８によって制御さ
れており、内蔵しているソレノイドが駆動されることによって開閉する。タンク電磁弁３
６が閉じられている状態では、給湯栓６６ｂを開いても貯湯タンク１８からは出湯せず、
給湯栓６６ｂには給水経路４および混合経路４０を経由して水道水が供給される。給湯高
温サーミスタ３８はタンク給湯経路３４を流れる湯の温度を検出して、コントローラ６８
へ出力する。
【００３０】
　給湯経路４８には、出湯サーミスタ（第２温度センサ）４６が設けられている。出湯サ
ーミスタ４６は給湯経路４８を流れる温水の温度を検出して、コントローラ６８へ出力す
る。
【００３１】
　給水経路４には、給水サーミスタ８と給湯水量センサ（水量センサ）１０と給湯水量サ
ーボ（水量サーボ）１２が設けられている。給水サーミスタ８は給水経路４を流れる水道
水の温度を検出して、コントローラ６８へ出力する。給湯水量センサ１０は給水経路４を
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流れる水道水の流量を検出して、コントローラ６８へ出力する。給水経路４から混合ユニ
ット４４へ流れる水道水の流量と、混合ユニット４４から給湯経路４８へ流れる湯の流量
は等しいから、給湯水量センサ１０で検出される流量は、混合ユニット４４から給湯され
る湯の流量に等しい。給湯水量サーボ１２は給水経路４を流れる水道水の流量を制御する
。給水経路４から混合ユニット４４へ流れる水道水の流量と、混合ユニット４４から給湯
経路４８へ流れる湯の流量は等しいから、給水経路４を流れる水道水の流量を制御するこ
とによって、混合ユニット４４から給湯経路４８へ流れる温水の流量を制御することがで
きる。
【００３２】
　貯湯タンク１８の上部と下部には、三方タンク切替弁３０を介して熱源機（図示はしな
い）に向かう経路２９ａが設けられている。熱源機では必要に応じて貯湯タンク１８の湯
水を加熱する。加熱された温水は経路２９ｂから貯湯タンク１８の上部に戻される。熱源
機によって加熱された温水は、貯湯タンク１８へ直接戻されることもあるし、例えば暖房
端末機の熱源として利用される熱媒との間で熱交換が行われ、床暖房や風呂の追い炊き等
に利用された後に貯湯タンク１８へ戻されることもある。貯湯タンク１８の上部には熱源
機によって加熱された温水が供給されることもあれば、発電ユニット２４によって加熱さ
れた温水が供給されることもある。
【００３３】
　風呂の浴槽６６ａには風呂循環経路６２が接続されている。風呂循環経路６２には風呂
ポンプ５４と、風呂水流スイッチ５６と、風呂サーミスタ５８が設けられている。コント
ローラ６８によって風呂ポンプ５４が駆動されると、浴槽６６ａから風呂循環経路６２に
湯が吸い出される。浴槽６６ａから吸い出された湯は、風呂熱交換器６０で加熱されて、
浴槽６６ａに戻される。風呂熱交換器６０で加熱された温水の温度は、風呂往きサーミス
タ６４で検出される。
【００３４】
　風呂循環経路６２は、湯張り弁５０と湯張り水量センサ５２を介して給湯経路４８に連
通している。湯張り弁５０を開くことで、浴槽６６ａへの湯張りが行われる。湯張り弁５
０はコントローラ６８によって制御される。湯張り水量センサ５２は、給湯経路４８から
風呂循環経路６２に向かう温水の水量を検出する。給湯経路４８から風呂循環経路６２に
向かう温水の温度は、風呂サーミスタ５８で検出する。
【００３５】
　リモコン７０は、表示板と操作スイッチを備えている。利用者はリモコン７０を操作し
て、コージェネレーションシステム１００の運転のＯＮ／ＯＦＦや、各種の運転モードの
開始／終了や、給湯設定温度、風呂設定温度等を入力することができる。リモコン７０は
コントローラ６８と通信可能であって、利用者の操作内容をコントローラ６８へ送信する
。
【００３６】
　コントローラ６８は、制御プログラムを記憶している。コントローラ６８には、リモコ
ン７０の操作信号と、給湯水量サーボ１２の検出信号と各種サーミスタの検出信号等が入
力される。コントローラ６８は、入力された信号を制御プログラムで処理し、各種ポンプ
、各種弁、混合器１４等を制御する。コントローラ６８はタイマカウンタを内蔵している
。
【００３７】
　図２に、コージェネレーションシステム１００の動作を説明するフローチャートを示す
。以下では、そのフローチャートについて説明する。なお、フローチャート中、ＴＨの表
記はサーミスタを示す。
【００３８】
　ステップＳ１０２では、給湯が開始されるまで待機する。本実施例では、給湯水量セン
サ１０の検出流量が２．７リットル／ｍｉｎ以上となった時点で、即ち給湯経路４８の流
量が２．７リットル／ｍｉｎ以上となった時点で、給湯が開始されたと判断する。給湯が
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開始されると（ステップＳ１０２でＹＥＳとなると）、ステップＳ１０４に進む。給湯経
路４８の流量が２．７リットル／ｍｉｎ未満の場合は、給湯が開始されていないと判断し
（ステップＳ１０２でＮＯとなると）、ステップＳ１０２に戻り、給湯が開始されるまで
（給湯経路４８の流量が２．７リットル／ｍｉｎ以上となるまで）待機する。
【００３９】
　ステップＳ１０４では、タンク電磁弁３６が開かれる。これによって、貯湯タンク１８
内の上部に貯められていた温水がタンク給湯経路３４に送り出される。混合器１４では、
出湯される温水の温度がリモコン７０の設定温度と等しくなる混合比に開度が調整され、
タンク給湯経路３４から温水利用箇所６６（給湯栓６６ｂ、風呂の浴槽６６ａ）へ給湯が
開始される。混合器１４で調整する混合比率は、以下の式で計算される。
　混合比率＝（給湯高温サーミスタ検出温度－リモコン設定温度）／（リモコン設定温度
－給水サーミスタ検出温度）
【００４０】
　ステップＳ１０６では、混合器１４の故障判断をする。本実施例では、出湯サーミスタ
４６で検出される温度がリモコン７０の設定温度よりも５℃以上高い値を１０秒以上検出
したときに、混合器１４が故障していると判断し（ステップＳ１０６でＹＥＳの場合）、
ステップＳ１０８へ進む。混合器１４が故障していないと判断した場合（ステップＳ１０
６でＮＯの場合）、ステップＳ１１０へ進む。
【００４１】
　ステップＳ１０８では、タンク電磁弁３６を閉じてタンク給湯経路３４を遮断する。ま
た、給湯水量サーボ１２を全閉にして温水利用箇所６６へ供給される温水を遮断する。さ
らに、リモコン７０を介して混合器１４の異常を報知する。
【００４２】
　ステップＳ１１０では、給湯が終了したか否かを判断する。本実施例では、給湯水量セ
ンサ１０の検出流量が２．０リットル／ｍｉｎ以下となった時点で、給湯が終了したと判
断し（ステップＳ１１０でＹＥＳの場合）、ステップＳ１１２へ進む。給湯が終了してい
ない場合（ステップＳ１１０でＮＯの場合）、ステップＳ１０４へ戻り、給湯を継続する
。
【００４３】
　ステップＳ１１２では、タンク電磁弁３６が開かれた状態が維持される。また、混合器
１４の開度が給湯時の状態に維持される。これによって、給湯停止判断後、給湯が再開さ
れても、前回の給湯時に出湯されていた温度で給湯を開始することができる。タンク電磁
弁３６が閉じられるまでの間、再出湯する場合に、給湯温度を安定させることができる。
【００４４】
　ステップＳ１１４では、給湯停止判断時における給湯高温サーミスタ３８の検出温度（
＝ａ℃とする）と出湯サーミスタ４６の検出温度（＝ｂ℃とする）が記憶される。次に、
高温出湯防止処理（図示Ａ）が行われる。
【００４５】
　図３に、高温出湯防止処理の詳細についてのフローチャートを示す。以下では、そのフ
ローチャートについて説明する。
【００４６】
　ステップＳ１５２では、給湯高温サーミスタ３８で検出される温度と図２に示すステッ
プＳ１１４で記憶された給湯停止判断時の給湯高温サーミスタ３８の検出温度（ａ℃）と
の差がα℃以上であるか判断する。α℃以上の差がある場合（ステップＳ１５２でＹＥＳ
の場合）、Ｓ１５４に進む。差がα℃より小さい場合（ステップＳ１５２でＮＯの場合）
、Ｓ１５６に進む。ここで、αは、給湯高温サーミスタ３８の測定誤差範囲以上の数値で
ある。
【００４７】
　ステップＳ１５４では、タンク電磁弁３６が閉じられてタンク給湯経路３４が遮断され
る。また、混合器１４の開度が水側に制限される。混合器１４の開度を湯側全開にするこ
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とができない。次に、タンク電磁弁３６の開故障判断処理（図示Ｂ）が行われる。
【００４８】
　ステップＳ１５６では、出湯サーミスタ４６で検出される温度と図２に示すステップＳ
１１４で記憶された給湯停止判断時の出湯サーミスタ４６の検出温度（ｂ℃）との差がβ
℃以上であるか判断する。β℃以上の差がある場合（ステップＳ１５６でＹＥＳの場合）
、ステップＳ１５４に進む。差がβ℃より小さい場合（ステップＳ１５６でＮＯの場合）
、ステップＳ１５８に進む。ここで、βは、出湯サーミスタ４６の測定誤差範囲以上の数
値である。
【００４９】
　ステップＳ１５８では、出湯サーミスタ４６で検出される温度が規定温度（例えば４５
℃）以上であるか判断する。規定温度以上ある場合（ステップＳ１５８でＹＥＳの場合）
、ステップＳ１５４に進む。規定温度以上ない場合（ステップＳ１５８でＮＯの場合）、
ステップＳ１６０に進む。
【００５０】
　ステップＳ１６０では、図２に示すステップＳ１１０で給湯が終了したと判断されてか
ら所定時間経過したかを判断する。所定時間経過している場合（ステップＳ１６０でＹＥ
Ｓの場合）、ステップＳ１６２に進む。所定時間経過していない場合（ステップＳ１６０
でＮＯの場合）、ステップＳ１５２に戻る。
【００５１】
　ステップＳ１６２では、タンク電磁弁３６が閉じられてタンク給湯経路３４が遮断され
る。なお、給湯停止判断後、５分後の再出湯性能までを確保する必要があるため、ステッ
プＳ１６０で説明した所定時間とは、少なくとも５分以上である。また、ステップＳ１６
２では、混合器１４の開度が初期設定の位置に戻される。開度が初期設定の位置に戻され
ると、タンク電磁弁３６の開故障判断処理（図示Ｂ）が行われる。
【００５２】
　図４に、タンク電磁弁３６の開故障判断処理の詳細についてのフローチャートを示す。
以下では、そのフローチャートについて説明する。
【００５３】
　タンク電磁弁３６を閉じた後、ステップＳ２０２では、タンク電磁弁３６の開故障判断
が行われる。本実施例では、タンク電磁弁３６を閉じているにも関らず、給湯高温サーミ
スタ３８の検出値がリモコン設定温度より５℃以上高い値を１０秒以上検出した場合（ス
テップＳ２０２でＹＥＳの場合）、タンク電磁弁３６が開故障していると判断し、Ｓ２０
６に進む。給湯高温サーミスタ３８の検出値がリモコン設定温度より５℃以上高い温度を
検出しない場合、または検出してもその温度が１０秒以上継続しない場合（ステップＳ２
０２でＮＯの場合）、ステップＳ２０４に進む。本実施例では、リモコン設定温度より５
℃以上高い温度を検出してもその状態が１０秒間継続しない場合、給湯高温サーミスタ３
８の測定誤差範囲内であるとみなし、タンク電磁弁３６が開故障していると判断しない。
【００５４】
　ステップＳ２０４では、タンク電磁弁３６の開故障判断が上記と別の処理で行われる。
本実施例では、出湯サーミスタ４６の検出値がリモコン設定温度より５℃以上高い値を１
０秒以上検出した場合（ステップＳ２０４でＹＥＳの場合）、タンク電磁弁３６が開故障
していると判断し、Ｓ２０６に進む。出湯サーミスタ４６の検出値がリモコン設定温度よ
り５℃以上高い温度を検出しない場合、または検出してもその温度が１０秒以上継続しな
い場合（ステップＳ２０４でＮＯの場合）、タンク電磁弁３６は正常であると判断し、図
２に示すＳ１０２に戻る。本実施例では、リモコン設定温度より５℃以上高い温度を検出
してもその状態が１０秒間継続しない場合、出湯サーミスタ４６の測定誤差範囲内である
とみなし、タンク電磁弁３６が開故障していると判断しない。
【００５５】
　ステップＳ２０６では、リモコン７０を介してタンク電磁弁３６の異常が報知される。
また、混合器１４の開度が水側全開に調整される。混合器１４の開度を水側全開にしてお



(10) JP 5162263 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

けば、誤って出湯される温水の温度を低くすることができる。タンク電磁弁３６が故障し
ているときに誤って高温出湯されることがない。安全性をより高めることができる。
【００５６】
　ステップＳ２０８では、給湯水量サーボ１２を全閉にする。タンク電磁弁３６が故障し
ていると判断した場合、給湯水量サーボ１２を全閉にすることで、温水利用箇所６６への
温水の供給が遮断される。安全性をより高めることができる。
【００５７】
　本実施例のコージェネレーションシステム１００では、給湯水量センサ１０で検出され
る水量が所定量以下になった後（給湯停止判断後）に、通常給湯時にリモコン７０で設定
されていた温度より高い予想外の高温の温水が温水利用箇所６６へ誤って供給されてしま
うことがない。また、給湯水量センサ１０で検出される水量が所定量以上のとき（給湯時
）でも、リモコン７０で設定されている温度より高い予想外の高温の温水が温水利用箇所
６６へ誤って供給されてしまうことがない。本実施例のコージェネレーションシステム１
００では、高温出湯に対する安全性が確保される。
【００５８】
　コージェネレーションシステム１００では、ステップＳ１０６で、給湯水量センサ１０
で検出される流量が２．７リットル／ｍｉｎ以上のとき（給湯判断時）に、出湯サーミス
タ４６で検出される温度がリモコン７０の設定温度よりも５℃以上高い値を１０秒以上検
出した場合、ステップＳ１０８で、タンク電磁弁３６を閉じてタンク給湯経路３４を遮断
する。出湯サーミスタ４６は、混合経路４０との接続部４２より下流に設けられているた
め、温水利用箇所６６へ供給される温水の温度（出湯サーミスタ４６の検出温度）とリモ
コン７０の設定温度との差が大きい場合は、混合器１４が故障している可能性が高い。そ
のため、タンク電磁弁３６が開かれているときに出湯サーミスタ４６で検出される温度が
リモコン７０の設定温度よりも５℃以上高い値を１０秒以上検出した場合、混合器１４が
故障していると判断する。混合器１４が故障していると判断した場合、タンク電磁弁３６
を閉じるため、高温出湯が防止される。
【００５９】
　コージェネレーションシステム１００では、ステップＳ１０６で、給湯水量センサ１０
で検出される流量が２．７リットル／ｍｉｎ以上のとき（給湯判断時）に、出湯サーミス
タ４６で検出される温度がリモコン７０の設定温度よりも５℃以上高い値を１０秒以上検
出した場合、ステップＳ１０８で、給湯水量サーボ１２を全閉にして温水利用箇所６６へ
供給される温水を遮断する。出湯サーミスタ４６は、混合経路４０との接続部４２より下
流に設けられているため、温水利用箇所６６へ供給される温水の温度（出湯サーミスタ４
６の検出温度）とリモコン７０の設定温度との差が大きい場合は、混合器１４が故障して
いる可能性が高い。混合器１４が故障していると判断した場合、給湯水量サーボ１２を全
閉にすることで、温水利用箇所６６への温水の供給が遮断される。安全性をより高めるこ
とができる。
【００６０】
　コージェネレーションシステム１００では、ステップＳ１５４で、タンク電磁弁３６が
閉じられてタンク給湯経路３４が遮断されたときに、混合器１４の開度を水側に制限する
。給湯停止判断後、混合器１４の開度が湯側全開のときにタンク電磁弁３６が閉じられる
と、水道水が混合経路４０に供給されなくなるため、給湯水量センサ１０で水量を検出す
ることができない。タンク給湯経路３４が遮断されたときに混合器１４の開度を水側に制
限することで、タンク電磁弁３６が閉じられても水量を検出することができ、良好な再出
湯性能を得ることができる。
【００６１】
　コージェネレーションシステム１００では、ステップＳ１５８で、出湯サーミスタ４６
で検出される温度が規定温度（例えば４５℃）以上を示した場合、ステップＳ１５４で、
タンク電磁弁３６を閉じてタンク給湯経路３４を遮断する。給湯停止判断後にリモコン７
０の設定温度を変化させても、規定温度以上の湯は出湯されない。高温の温水が出湯され
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るのを防止することができ、安全性が確保される。
【００６２】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の
範囲を限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例
を様々に変形、変更したものが含まれる。
　例えば、本発明の実施例のコージェネレーションシステムでは、発電ユニットが、燃料
電池を用いた発電装置であるが、発電ユニットが、燃料電池以外を用いた発電装置であっ
てもよい。
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによって技術
的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組合せに限定されるものではない。
また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を同時に達成し得るものであり、そ
のうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】第１実施例であるコージェネレーションシステム１００の模式図を示す。
【図２】コージェネレーションシステム１００の動作を説明するフローチャートを示す。
【図３】高温出湯を防止する処理のフローチャートを示す。
【図４】タンク電磁弁の開故障を判断する処理のフローチャートを示す。
【符号の説明】
【００６４】
２：水道管（冷水供給源）
４：給水経路
６：減圧弁
８：給水サーミスタ
１０：給湯水量センサ（水量センサ）
１２：給湯水量サーボ（水量サーボ）
１４：混合器（混合弁）
１６：タンク給水経路
１８：貯湯タンク
２０：排熱回収ポンプ
２２：排熱回収熱交換器
２４：発電ユニット
２６：排熱回収サーミスタ
２８：三方排熱切替弁
２９ａ、２９ｂ：経路
３０：三方タンク切替弁
３２：タンク上部サーミスタ
３４：タンク給湯経路
３６：タンク電磁弁（制御弁）
３８：給湯高温サーミスタ（第１温度センサ）
４０：混合経路
４２：タンク給湯経路と混合経路と給湯経路との接続部
４４：混合ユニット
４６：出湯サーミスタ（第２温度センサ）
４８：給湯経路
５０：湯張り弁
５２：湯張り量センサ
５４：風呂ポンプ
５６：風呂水量スイッチ
５８：風呂サーミスタ
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６０：風呂熱交換器
６２：風呂循環経路
６４：風呂往きサーミスタ
６６：温水利用箇所
６６ａ：浴槽
６６ｂ：給湯栓
６８：コントローラ
７０：リモコン

【図１】 【図２】



(13) JP 5162263 B2 2013.3.13

【図３】 【図４】



(14) JP 5162263 B2 2013.3.13

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  和田　達也
            神奈川県大和市深見台３丁目４番地　株式会社ガスター内
(72)発明者  寺嶋　正和
            神奈川県大和市深見台３丁目４番地　株式会社ガスター内

    審査官  杉山　豊博

(56)参考文献  特開平１１－００２４５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－３２２０７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２６５３６９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０２２９９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１４５１５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１４８８０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１２０９９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２５８３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２１４６２０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｈ　　　１／００　　　　
              Ｆ２４Ｄ　　１７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

